
   

 

 

 

令和７年 

 

 

中部地方一級河川の水質 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年７月 

 

 

 

 

 

中 部 地 方 整 備 局 



目  次 

中部地方の水質現況 

 

１．令和７年 河川の水質・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

（１）水質調査地点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

（２）生活環境の保全に関する環境基準の項目からみた水質の現況・・・・７ 

  １）環境基準項目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 

  ２）中部地方整備局管内の水質概況・・・・・・・・・・・・・・・・８ 

  ３）調査地点の水質状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ 

  ４）各水系の主要地点の水質状況・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

（３）人の健康の保護に関する環境基準の項目からみた水質の現況・・・２１ 

（４）要監視項目からみた水質の現況・・・・・・・・・・・・・・・・２１ 

（５）川の生きものを調べよう―水生生物による水質判定―・・・・・・２２ 

  １）水質判定方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２ 

  ２）調査状況・結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２４ 

 

２．ダイオキシン類からみた水質状況・・・・・・・・・・・・・・・・２９ 

（１）調査目的・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２９ 

（２）調査内容・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２９ 

  １）調査対象物質・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２９ 

  ２）調査地点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２９ 

  ３）調査方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３２ 

  ４）調査時期・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３２ 

  ５）調査結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３３ 

  

３．水質事故の発生状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３５ 

（１）水質事故の確認件数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３５ 

（２）水質事故の発生要因・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３６ 

  １）種類別の水質事故件数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３６ 

  ２）原因別の水質事故件数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３７ 

 

巻末資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３８ 

・各種基準値（指針値）一覧 

・令和７年 中部の水質（ＢＯＤ75％値）位置図 

・令和７年 中部の水質（ＢＯＤ75％値）一覧表 



  1 

１．令和７年 河川の水質 

  

（１）水質調査地点 

中部地方整備局では、令和 7 年に 13 水系（41 河川）の 102 地点（河川類型

未指定 3 地点、湖沼類型 4 地点を含む）で水質調査を実施した。 

水質調査地点位置図を図-1、水質調査地点一覧表を表-1 に示す。 
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図-1 水質調査地点位置図 
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表-1 水質調査地点一覧表 

 

 

 

 

 

基準 一般

狩
カ

野
ノ

川
ガワ

1 大
オオ

仁
ヒト

橋
バシ

ＡＡ ○ － 静岡県伊豆の国市大仁 25.6 S37.6
沼 津 河 川

国 道

狩
カ

野
ノ

川
ガワ

2 千
チ

歳
トセ

橋
バシ

ＡＡ ○ － 静岡県伊豆の国市古奈 18.8 S47.9 〃

狩
カ

野
ノ

川
ガワ

3 徳
ト

倉
クラ

橋
バシ

ＡＡ ○ － 静岡県駿東郡清水町徳倉 7.8 S46.4 〃

狩
カ

野
ノ

川
ガワ

4 黒
クロ

瀬
セ

橋
バシ

ＡＡ ○ やや有 静岡県沼津市黒瀬 3.4 S37.6 〃

大
ダイ

場
バ

川
ガワ

5 塚
ツカ

本
モト

橋
バシ

Ａ ○ － 静岡県田方郡函南町塚本
合流点から

0.4
S53.4 〃

黄
キ

瀬
セ

川
ガワ

6 黄
キ

瀬
セ

川
ガワ

橋
バシ

Ａ ○ － 静岡県駿東郡清水町長沢
合流点から

0.8
S53.4 〃

来
ライ

光
コウ

川
ガワ

7 蛇
ジャ

ヶ 橋
バシ

ＡＡ ○ － 静岡県田方郡函南町肥田
合流点から

0.4
H1.4 〃

柿
カキ

田
タ

川
ガワ

8 柿
カキ

田
タ

橋
バシ

－ ○ － 静岡県駿東郡清水町堂庭
合流点から

0.2
H1.4 〃

計 ８ ６ ２

安
ア

倍
ベ

川
カワ

9 曙
アケボノ

橋
バシ

ＡＡ ○ － 静岡県静岡市葵区牛妻 17.1 S37.6 静 岡 河 川

安
ア

倍
ベ

川
カワ

10 安
ア

倍
ベ

川
カワ

橋
バシ

ＡＡ ○ － 静岡県静岡市駿河区手越 4.0 S42.7 〃

藁
ワラ

科
シナ

川
ガワ

11 牧
マキ

ヶ 谷
ヤ

橋
バシ

ＡＡ ○ － 静岡県静岡市葵区羽島
合流点から

1.3
S39.4 〃

計 ３ ３

大
オオ

井
イ

川
ガワ

12
長島
ナガシマ

ダム 貯水

池 ( 基 準 点 )

ＡＡ ○ － 静岡県榛原郡川根本町犬間
河口から

84.4
H12.11 長 島 ダ ム

大
オオ

井
イ

川
ガワ

13 神
カン

座
ザ

ＡＡ ○ － 静岡県島田市神座 23.5 S37.6 静 岡 河 川

大
オオ

井
イ

川
ガワ

14 谷
ヤ

口
グチ

橋
バシ

Ａ ○ － 静岡県島田市細島 10.2 S44.4 〃

大
オオ

井
イ

川
ガワ

15 富
フ

士
ジ

見
ミ

橋
バシ

Ａ ○ － 静岡県榛原郡吉田町大幡 4.2 S37.7 〃

計 ４ ２ ２

菊
キク

川
ガワ

16 加
カ

茂
モ

橋
バシ

Ａ ○ － 静岡県菊川市加茂 12.0 S37.6
浜 松 河 川

国 道

菊
キク

川
ガワ

17 高
タカ

田
ダ

橋
バシ

Ａ ○ － 静岡県菊川市上平川 9.1 S47.5 〃

菊
キク

川
ガワ

18 国
クニ

安
ヤス

橋
バシ

Ａ ○ 有 静岡県掛川市国安 2.1 S45.1 〃

牛
ウシ

淵
ブチ

川
ガワ

19 鹿
カ

島
シマ

橋
バシ

Ｂ ○ － 静岡県掛川市国包
合流点から

0.6
H2.4 〃

牛
ウシ

淵
ブチ

川
ガワ

20 堂
ドウ

山
ヤマ

橋
バシ

Ｂ ○ － 静岡県菊川市堂山新田
合流点から

3.8
S47.5 〃

計 ５ ３ ２

天
テン

竜
リュウ

川
ガワ

21 新
シン

樋
トイ

橋
バシ

Ｂ ○ － 長野県上伊那郡辰野町伊那富 210.6 S37.7
天竜川上流

河 川

天
テン

竜
リュウ

川
ガワ

22 中
チュウ

央
オウ

橋
バシ

Ｂ ○ － 長野県伊那市伊那部 193.4 S44.4 〃

天
テン

竜
リュウ

川
ガワ

23 吉
キ

瀬
セ

ダ ム Ａ ○ － 長野県駒ヶ根市吉瀬 176.8 S44.4 〃

天
テン

竜
リュウ

川
ガワ

24 宮
ミヤ

ヶ 瀬
セ

橋
バシ

Ａ ○ － 長野県下伊那郡松川町生田 160.7 S37.7 〃

安倍川

大井川

担　　当

事 務 所

菊　川

水系名 河川名 類型

天竜川

地　点

番　号
地点名

狩野川

区　分
感潮の

有　無
位　　　　　置

距離標

（km）

調査開

始年月

ガ

ガ

ガ
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基準 一般

天
テン

竜
リュウ

川
ガワ

25 天
テン

竜
リュウ

橋
バシ

Ａ ○ － 長野県飯田市時又 142.0 S46.4
天竜川上流

河 川

天
テン

竜
リュウ

川
ガワ

26 つ つ じ 橋
バシ

Ａ ○ － 長野県飯田市川路 138.5 S46.4 〃

天
テン

竜
リュウ

川
ガワ

27 南
ナン

宮
グウ

橋
バシ

Ａ ○ － 長野県下伊那郡阿南町北條 123.7 S46.4 〃

天
テン

竜
リュウ

川
ガワ

28 佐
サ

久
ク

間
マ

ダ ム
湖ＡⅣ ○ － 静岡県浜松市天竜区佐久間町 71.0 H16.4

浜 松 河 川

国 道

天
テン

竜
リュウ

川
ガワ

29 秋
アキ

葉
ハ

ダ ム ＡＡ ○ － 静岡県浜松市天竜区龍山戸倉 47.0 S47.5 〃

天
テン

竜
リュウ

川
ガワ

30 鹿
カ

島
ジマ

橋
バシ

ＡＡ ○ － 静岡県浜松市天竜区二俣町鹿島 24.9 S37.6 〃

天
テン

竜
リュウ

川
ガワ

31 掛
カケ

塚
ヅカ

橋
バシ

ＡＡ ○ やや有 静岡県磐田市掛塚 3.3 S37.6 〃

三
ミ

峰
ブ

川
ガワ

32
美
ミ

和
ワ

ダ ム

貯 水 池

Ａ ○ － 長野県伊那市長谷非持
合流点から

13.4
S49.4

天 竜 川

ダ ム 統 合

三
ミ

峰
ブ

川
ガワ

33 竜
リュウ

東
トウ

橋
バシ

Ａ ○ － 長野県伊那市東春近
合流点から

1.4
H6.4

天竜川上流

河 川

小
コ

渋
シブ

川
ガワ

34
小
コ

渋
シブ

ダ ム

貯 水 池

ＡＡ ○ － 長野県下伊那郡松川町生田
合流点から

5.4
S49.1

天 竜 川

ダ ム 統 合

大
オオ

入
ニュウ

川
ガワ

35
新
シン

豊
トヨ

根
ネ

ダ ム

貯 水 池

－ ○ － 愛知県北設楽郡豊根村古真立
ダム本体か

ら上流0.3
S48.7

浜 松 河 川

国 道

計 15 ８ 7

豊
トヨ

川
ガワ

36 石
イシ

田
ダ

Ａ ○ － 愛知県新城市石田 27.6 S36.9 豊 橋 河 川

豊
トヨ

川
ガワ

37 江
エ

島
ジマ

橋
バシ

Ａ ○ － 愛知県豊川市一宮町江島 22.2 S47.4 〃

豊
トヨ

川
ガワ

38 当
トウ

古
ゴ

橋
バシ

Ａ ○ － 愛知県豊川市当古町本郷 13.4 S42.1 〃

豊
トヨ

川
ガワ

39 吉
ヨシ

田
ダ

大
オオ

橋
ハシ

Ａ ○ 有 愛知県豊橋市今橋町 6.1 S47.4 〃

豊
トヨ

川
ガワ

放
ホウ

水
スイ

路
ロ

40 小
コ

坂
ザカ

井
イ

大
オオ

橋
ハシ

Ｂ ○ 有 愛知県豊川市小坂井町小坂井 3.6 S47.4 〃

計 ５ ３ ２

矢
ヤ

作
ハギ

川
ガワ

41
矢
ヤ

作
ハギ

ダ ム

貯 水 池

ＡＡ ○ － 愛知県豊田市閑羅瀬町 80.2 S46.4 矢 作 ダ ム

矢
ヤ

作
ハギ

川
ガワ

42 明治
メイ ジ

用水
ヨウ スイ

頭首工
トウシュコウ

Ａ ○ － 愛知県豊田市水源 34.6 S47.4 豊 橋 河 川

矢
ヤ

作
ハギ

川
ガワ

43 岩 津
イワ  ヅ

天 神
テンジン

橋
バシ

Ａ ○ － 愛知県岡崎市西蔵前町 29.2 S37.10 〃

矢
ヤ

作
ハギ

川
ガワ

44 木
キ

戸
ド

Ａ ○ － 愛知県安城市木戸町 13.6 S48.4 〃

矢
ヤ

作
ハギ

川
ガワ

45 米
ヨネ

津
ヅ

大
オオ

橋
ハシ

Ａ ○ － 愛知県西尾市米津 9.9 S43.1 〃

矢
ヤ

作
ハギ

川
ガワ

46 中
ナカ

畑
ハタ

橋
バシ

Ａ ○ 有 愛知県碧南市伏見屋 5.1 S37.11 〃

計 ６ ４ ２

庄
ショ ウ

内
ナイ

川
ガワ

47 多
タ

治
ジ

見
ミ

橋
バシ

Ｂ ○ － 岐阜県多治見市本町 49.3 S44.5
庄 内 川

河 川

庄
ショ ウ

内
ナイ

川
ガワ

48 天
アマ

ヶ 橋
ハシ

Ｂ ○ － 岐阜県多治見市市之倉町 44.4 S50.4 〃

庄
ショ ウ

内
ナイ

川
ガワ

49 城
シロ

嶺
ガネ

橋
バシ

Ａ ○ － 愛知県瀬戸市定光寺町 40.1 S50.4 〃

庄
ショ ウ

内
ナイ

川
ガワ

50 大
オオ

留
ドメ

橋
バシ

Ｃ ○ － 愛知県春日井市大留町 33.8 S44.5 〃

庄
ショ ウ

内
ナイ

川
ガワ

51 水
ミズ

分
ワケ

橋
バシ

Ｃ ○ － 愛知県名古屋市守山区瀬古川西 21.9 S44.5 〃

位　　　　　置
距離標

（km）
水系名 河川名

地　点

番　号
地点名 類型

感潮の

有　無

調査開

始年月

担　　当

事 務 所

区　分

天竜川

豊　川

矢作川

庄内川

ガ
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 基準 一般

庄
ショ ウ

内
ナイ

川
ガワ

51 枇
ビ

杷
ワ

島
ジマ

橋
バシ

Ｃ ○ － 愛知県清須市西枇杷島町南問屋 14.4 S44.5
庄 内 川

河 川

庄
ショ ウ

内
ナイ

川
ガワ

53 庄 内
ショウナイ

新 川 橋
シンカワバシ

Ｃ ○ 有 愛知県名古屋市港区宝神町 0.9 S46.4 〃

矢
ヤ

田
ダ

川
ガワ

54 天
テン

神
ジン

橋
バシ

Ｃ ○ － 愛知県名古屋市守山区守山川田
合流点から

5.1
S44.5 〃

小
オ

里
リ

川
ガワ

55

小 里
オ　　リ

川
ガワ

ダ ム

貯 水 池

基 準 点

Ｂ ○ － 岐阜県恵那市山岡町田代
合流点から

8.3
H14.12 〃

計 ９ ６ ３

木
キ

曽
ソ

川
ガワ

56 味 噌
ミ　　ソ

川
ガワ

ダ ム 湖ＡⅡ ○ － 長野県木曽郡木祖村 H9.4
水 資 源

機 構

木
キ

曽
ソ

川
ガワ

57
丸
マル

山
ヤマ

ダ ム

貯 水 池

Ａ ○ － 岐阜県加茂郡八百津町八百津
ダム本体か

ら上流0.8
S46.4

木 曽 川

ダ ム 統 合

木
キ

曽
ソ

川
ガワ

58 犬
イヌ

山
ヤマ

橋
バシ

Ａ ○ － 愛知県犬山市内田 57.9 S34.8
木曽川上流

河 川

木
キ

曽
ソ

川
ガワ

59 木
キ

曽
ソ

川
ガワ

橋
バシ

Ａ ○ － 岐阜県羽島郡笠松町柳原町 40.0 S42.5 〃

木
キ

曽
ソ

川
ガワ

60 濃
ノウ

尾
ビ

大
オオ

橋
ハシ

Ａ ○ － 愛知県一宮市起 34.0 S34.8 〃

木
キ

曽
ソ

川
ガワ

61 東
トウ

海
カイ

大
オオ

橋
ハシ

Ａ ○ 有 愛知県愛西市給父町北部 22.6 S50.4
木曽川下流

河 川

木
キ

曽
ソ

川
ガワ

62 横
ヨコ

満
マ

蔵
クラ

Ａ ○ 有 三重県桑名市長島町横満蔵 3.2 S46.4 〃

阿
ア

木
ギ

川
ガワ

63 阿 木
ア　　ギ

川
ガワ

ダ ム Ａ ○ － 岐阜県恵那市東野
合流点から

8.3
H7.4

水 資 源

機 構

馬
マ

瀬
セ

川
ガワ

64 岩 屋
イ ワ　　ヤ

ダ ム ＡＡ ○ － 岐阜県下呂市金山町卯野原
合流点から

55.3
H6.4 〃

新
シン

境
サカイ

川
ガワ

65 米
コメ

野
ノ

Ｃ ○ － 岐阜県羽島郡笠松町米野
合流点から

0.5
S44.4

木曽川上流

河 川

計 １０ ５ ５

長
ナガ

良
ラ

川
ガワ

66 藍
アイ

川
カワ

橋
バシ

Ａ ○ － 岐阜県岐阜市加野 59.4 S33.4
木曽川上流

河 川

長
ナガ

良
ラ

川
ガワ

67 鏡
カガ

島
シマ

大
オオ

橋
ハシ

Ａ ○ － 岐阜県岐阜市鏡島菖蒲池 47.6 S42.11 〃

長
ナガ

良
ラ

川
ガワ

68 長
ナガ

良
ラ

大
オオ

橋
ハシ

Ａ ○ － 岐阜県大垣市墨俣町墨俣 39.2 S35.7 〃

長
ナガ

良
ラ

川
ガワ

69 南
ナン

濃
ノウ

大
オオ

橋
ハシ

Ａ ○ － 岐阜県羽島市桑原町大須 28.2 S33.4
木曽川下流

河 川

長
ナガ

良
ラ

川
ガワ

70 東
トウ

海
カイ

大
オオ

橋
ハシ

Ａ ○ － 岐阜県海津市海津町秋江 22.6 S49.4 〃

長
ナガ

良
ラ

川
ガワ

71 伊
イ

勢
セ

大
オオ

橋
ハシ

Ａ ○ － 三重県桑名市長島町十日外面 5.8 S33.4 〃

伊
イ

自
ジ

良
ラ

川
ガワ

72 繰
クリ

船
フネ

橋
バシ

Ａ ○ － 岐阜県岐阜市折立
合流点から

5.7
S48.4

木曽川上流

河 川

伊
イ

自
ジ

良
ラ

川
ガワ

73 竹
タケ

橋
バシ

Ｃ ○ － 岐阜県岐阜市一日市場
合流点から

0.9
S44.4 〃

計 ８ ５ ３

揖
イ

斐
ビ

川
ガワ

74 徳
トク

山
ヤマ

ダ ム
湖ＡⅡ ○ － 岐阜県揖斐郡揖斐川町 H20.5

水 資 源

機 構

揖
イ

斐
ビ

川
ガワ

75 横
ヨコ

山
ヤマ

ダ ム
湖ＡⅢ ○ － 岐阜県揖斐郡揖斐川町東横山 78.7 S48.4

木 曽 川

ダ ム 統 合

揖
イ

斐
ビ

川
ガワ

76 岡
オカ

島
ジマ

橋
バシ

ＡＡ ○ － 岐阜県揖斐郡揖斐川町下岡島 56.7 S35.8
木曽川上流

河 川

揖
イ

斐
ビ

川
ガワ

77 鷺
サギ

田
タ

橋
バシ

ＡＡ ○ － 岐阜県瑞穂市呂久 44.7 S35.7 〃

揖
イ

斐
ビ

川
ガワ

78 福
フク

岡
オカ

大
オオ

橋
ハシ

Ａ ○ 有 岐阜県海津市海津町福岡 23.4 S48.4
木曽川下流

河 川

揖
イ

斐
ビ

川
ガワ

79 伊
イ

勢
セ

大
オオ

橋
ハシ

Ａ ○ 有 三重県桑名市福島 5.8 S33.4 〃

根
ネ

尾
オ

川
ガワ

80 山
ヤマ

口
グチ

ＡＡ ○ － 岐阜県本巣市山口
合流点から

12.0
S42.11

木曽川上流

河 川

区　分
感潮の

有　無
河川名

地　点

番　号
地点名 類型

距離標

（km）

調査開

始年月

担　　当

事 務 所
位　　　　　置水系名

庄内川

木曽川

(木曽川)

木曽川

(長良川)

木曽川

(揖斐川)
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 基準 一般

牧
マキ

田
タ

川
ガワ

81 横
ヨコ

曽
ゾ

根
ネ

橋
バシ

Ａ ○ － 岐阜県養老郡養老町船付
合流点から

5.2
S44.4

木曽川上流

河 川

牧
マキ

田
タ

川
ガワ

82 池
イケ

辺
ベ

Ｃ ○ やや有 岐阜県養老郡養老町枠池
合流点から

0.3
S45.4 〃

杭
クイ

瀬
セ

川
ガワ

83 高
タカ

渕
ブチ

橋
バシ

Ａ ○ － 岐阜県大垣市高渕町
合流点から

2.1
S39.4 〃

水
スイ

門
モン

川
ガワ

84 二
ニ

水
スイ

橋
バシ

Ｃ ○ － 岐阜県大垣市横曽根
合流点から

3.0
S37.4 〃

多
タ

度
ド

川
ガワ

85 上
カミ

之
ノ

郷
ゴウ

Ａ ○ 有 三重県桑名市多度町上之郷
合流点から

0.7
S48.4

木曽川下流

河 川

計 12 11 １

鈴
スズ

鹿
カ

川
ガワ

86 勧
カン

進
ジン

橋
バシ

ＡＡ ○ － 三重県亀山市関町木崎 27.3 S49.4
三 重 河 川

国 道

鈴
スズ

鹿
カ

川
ガワ

87 鈴
レイ

国
コク

橋
バシ

ＡＡ ○ － 三重県鈴鹿市国府町 18.0 S49.4 〃

鈴
スズ

鹿
カ

川
ガワ

88 庄
ショ ウ

野
ノ

橋
バシ

Ａ ○ － 三重県鈴鹿市庄野町 13.0 S43.4 〃

鈴
スズ

鹿
カ

川
ガワ

89 高
タカ

岡
オカ

橋
バシ

Ａ ○ － 三重県鈴鹿市一ノ宮町 6.5 S37.5 〃

鈴
スズ

鹿
カ

川
ガワ

90 小
オ

倉
グラ

橋
バシ

Ａ ○ 有 三重県四日市市川合町 2.4 S46.6 〃

内
ウツ

部
ベ

川
ガワ

91 河 原 田
カ ワ ラ ダ

橋
バシ

Ａ ○ － 三重県四日市市河原田町
合流点から

2.0
S46.6 〃

安
アン

楽
ラク

川
ガワ

92 和
イ

泉
ズミ

橋
バシ

ＡＡ ○ － 三重県鈴鹿市和泉町
合流点から

0.5
H10.4 〃

計 ７ ６ 1

雲
クモ

出
ズ

川
ガワ

93 大
オオ

仰
ノギ

橋
バシ

Ａ ○ － 三重県津市一志町大仰 17.6 S37.5
三 重 河 川

国 道

雲
クモ

出
ズ

川
ガワ

94 雲
クモ

出
ズ

橋
バシ

Ａ ○ － 三重県松阪市小野江町 3.9 S44.5 〃

中
ナカ

村
ムラ

川
ガワ

95 小
オ

川
ガワ

橋
バシ

ＡＡ ○ － 三重県松阪市嬉野宮古町
合流点から

1.2
H7.4 〃

計 ３ ２ １

蓮
ハチス

川
ガワ

96
蓮
ハチス

ダ ム

貯 水 池

－ ○ － 三重県松阪市飯高町森
ダム本体か

ら上流0.3
H1.4 蓮 ダ ム

櫛
クシ

田
ダ

川
ガワ

97 両
リョ ウ

郡
グン

橋
バシ

Ａ ○ － 三重県多気郡多気町相可 14.3 S37.5
三 重 河 川

国 道

櫛
クシ

田
ダ

川
ガワ

98 櫛
クシ

田
ダ

橋
バシ

Ａ ○ － 三重県松阪市豊原町 7.9 S44.6 〃

櫛
クシ

田
ダ

川
ガワ

99 松
マツ

阪
ザカ

東
ヒガシ

大
オオ

橋
ハシ

Ａ ○ － 三重県松阪市西黒部町 2.5 H27.4 〃

計 ４ １ ２

宮
ミヤ

川
ガワ

100 岩
イワ

出
デ

ＡＡ ○ － 三重県度会郡玉城町岩出 11.6 S50.4
三 重 河 川

国 道

宮
ミヤ

川
ガワ

101 度
ワタ

会
ライ

橋
バシ

ＡＡ ○ － 三重県伊勢市中島町 7.0 S50.4 〃

勢
セ

田
タ

川
ガワ

102 勢
セ

田
タ

大
オオ

橋
ハシ

Ｃ ○ 有 三重県伊勢市田尻町前新田 2.1 S51.4 〃

計 ３ ２ １

水系名 河川名

櫛田川

宮　川

距離標

（km）

調査開

始年月

担　　当

事 務 所

木曽川

(揖斐川)

鈴鹿川

雲出川

地　点

番　号
地点名 類型

区　分
感潮の

有　無
位　　　　　置
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（２）生活環境の保全に関する環境基準の項目からみた水質の現況 

 

１）環境基準項目 

生活環境の保全に関する環境基準の項目について、河川の場合は水質汚

濁の代表指標であるＢＯＤ※１（生物化学的酸素要求量）の 75％値※２、湖沼

の場合は水質汚濁の代表指標であるＣＯＤ※３（化学的酸素要求量）の 75％

値によって整理した。 

なお、河川とは湖沼を除く地点であり、湖沼とは天然湖沼及び貯水量が

1,000 万立方メートル以上であり、かつ、水の滞留時間が 4 日間以上である

人工湖を示す。ただし、人工湖であっても水域類型が河川として指定されて

いる場合には河川とした。 

 

※1……BOD（Biochemical Oxygen Demand）とは溶存酸素存在のもとで水中の有機物を

栄養源として好気性微生物が増殖・呼吸するときに消費される酸素量で、20℃、

5 日間で消費される溶存酸素量（mg/L）を標準とする。一般的に水質汚濁を示す

代表的な指標で、水質関係の各種法令で規制項目として採用されている。 

 

※2……BOD 及び COD における環境基準の達成状況は、公共用水域が通常の状態（河川に

あっては低水流量以上の流量）にあるときの測定値によって判断することとなっ

ている。しかし、低水流量の水質の把握が非常に困難であるため、BOD 及び COD

については測定された年度のデータのうち、75％以上のデータが基準値を達成す

ることをもって評価することとしたものである。例えば、月 1 回の測定の場合、

日平均値を水質の良いものから 12 個並べたとき、水質の良い方から 9 番目が 

75％値となる。この値が基準値に適合することをもって、当該測定地点において

環境基準を達成しているとみなすこととされている。 

 

※3……COD（Chemical Oxygen Demand）とは、水中の有機物等を過マンガン酸カリウム

（KMn04）で化学的に酸化するときに、消費される酸化剤の量を、対応する酸素量

であらわしたものである。BOD と同様、水質汚濁を示す代表的指標である。 
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２）中部地方整備局管内の水質概況 

令和 7 年における中部地方整備局管内での類型指定区間内の調査地点数

は 99 地点（河川 95 地点、湖沼 4 地点［横山
よこやま

ダム、佐久間
さ く ま

ダム、味噌
み そ

川ダ

ム、徳山
とくやま

ダム］）となっている。 

これらの調査地点における環境基準※４の満足状況は、ＢＯＤ75％値が

96％（表-2）、ＣＯＤ75％値が 100％（表-3）であり、全国と比べても高い

割合（図-2）であった。 

 

表-2 河川類型別環境基準の満足状況※５（ＢＯＤ75％値による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-3 湖沼類型別環境基準の満足状況※５（ＣＯＤ75％値による） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図-2 一級河川における環境基準を満足している地点割合の経年変化 

調査
地点数

満足
地点数

満足して
いる割合

調査
地点数

満足
地点数

満足して
いる割合

Ａ 4 4 100% 4 4 100%

合計 4 4 100% 4 4 100%

類　型

令和６年 令和７年

調査
地点数

満足
地点数

満足して
いる割合

調査
地点数

満足
地点数

満足して
いる割合

ＡＡ 25 23 92% 25 23 92%

Ａ 52 51 98% 52 52 100%

Ｂ 8 8 100% 8 6 75%

Ｃ 10 10 100% 10 10 100%

Ｄ 0 － － 0 － －

Ｅ 0 － － 0 － －

合計 95 92 97% 95 91 96%

類　型

令和６年 令和７年

50

60

70

80

90

100

昭
和
51
年

昭
和
52
年

昭
和
53
年

昭
和
54
年

昭
和
55
年

昭
和
56
年

昭
和
57
年

昭
和
58
年

昭
和
59
年

昭
和
60
年

昭
和
61
年

昭
和
62
年

昭
和
63
年

平
成
1年

平
成
2年

平
成
3年

平
成
4年

平
成
5年

平
成
6年

平
成
7年

平
成
8年

平
成
9年

平
成
10
年

平
成
11
年

平
成
12
年

平
成
13
年

平
成
14
年

平
成
15
年

平
成
16
年

平
成
17
年

平
成
18
年

平
成
19
年

平
成
20
年

平
成
21
年

平
成
22
年

平
成
23
年

平
成
24
年

平
成
25
年

平
成
26
年

平
成
27
年

平
成
28
年

平
成
29
年

平
成
30
年

令
和
元
年

令
和
2年

令
和
3年

令
和
4年

令
和
5年

令
和
6年

令
和
7年

満
足
し
て
い
る
地
点

の
割
合(

％)

中部

全国

（ 注 ： 湖 沼 類 型 地 点 を 含 む ）
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表-4 河川別環境基準の満足状況※５（ＢＯＤ75％値またはＣＯＤ75％値による） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※4……環境基準 

 ＜河川における類型別環境基準＞   ＜湖沼における類型別環境基準＞ 

  ＡＡ類型：ＢＯＤ 1mg/L 以下        ＡＡ類型：ＣＯＤ 1mg/L 以下 

  Ａ類型 ：ＢＯＤ 2mg/L 以下        Ａ類型 ：ＣＯＤ 3mg/L 以下 

  Ｂ類型 ：ＢＯＤ 3mg/L 以下        Ｂ類型 ：ＣＯＤ 5mg/L 以下 

  Ｃ類型 ：ＢＯＤ 5mg/L 以下        Ｃ類型 ：ＣＯＤ 8mg/L 以下 

  Ｄ類型 ：ＢＯＤ 8mg/L 以下 

  Ｅ類型 ：ＢＯＤ 10mg/L 以下 

 

※５……満足状況：本報告は、中部地方整備局が河川管理者の立場から水質調査結果を取り

まとめたものである。水質汚濁防止法に基づき年度毎に公共用水域の水

質の汚濁状況を環境基準との比較で評価する場合の「達成」とする表現

と区別するため、同様の意味であるが、本報告では「満足」とする表現

を用いている。また、貯水池は、河川類型指定及び未指定はＢＯＤ表層

値、湖沼類型指定で複数層を測定している場合はＣＯＤ全層平均値で満

足状況を評価した。 

調査
地点数

満足している
地点の割合

不満足地点
（地点番号）

調査
地点数

満足している
地点の割合

不満足地点
（地点番号）

狩野川 7 100% 7 100%

安倍川 3 100% 3 100%

大井川 4 75% 谷口橋（14） 4 75% 長島ダム（12）

菊　川 5 100% 5 80% 堂山橋（20）

天竜川 14 93% 小渋ダム（34） 14 100%

豊　川 5 100% 5 80% 小坂井大橋（39）

矢作川 6 83% 矢作ダム（41） 6 83% 矢作ダム（41）

庄内川 9 100% 9 100%

木曽川 10 100% 10 100%

長良川 8 100% 8 100%

揖斐川 12 100% 12 100%

鈴鹿川 7 100% 7 100%

雲出川 3 100% 3 100%

櫛田川 3 100% 3 100%

宮　川 3 100% 3 100%

合　計 99 97% 99 96%

令和６年 令和７年

河川名
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３）調査地点の水質状況 

河川類型指定区域内の 95 調査地点について、ＢＯＤ75％値の経年割合を

図-3 に示す。 

令和７年は、全調査地点の 94％で、アユなどが生息できる良好な水質 

（ＢＯＤ75％値が 3mg/L 以下）※６となっている。過去 10 年間の 3mg/L 以下

の割合は 90%以上で推移しており、良好な状態である。 

また、ＢＯＤ75％値が 1.0mg/L 以下の割合は、平成 28 年以降、50％以上

となっている。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

図-3 ＢＯＤ75％値の経年割合 

 

※6……ここでの「良好な水質」とは、類型指定やその達成状況にかかわらず、ＢＯＤ

75%値が、アユなどが生息できる範囲（3.0mg/L 以下）にあることを指している。

アユなどが生息できる範囲（3.0mg/L 以下）は、水産 2 級で「サケ科魚類及びア

ユ等貧腐水性水域の水産生物用」の基準値のひとつが BOD 3mg/L 以下とされて

いることからここでの評価に用いている。 
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４）各水系の主要地点の水質状況 

各水系の主要地点における生活環境の保全に関する環境基準の主な調査

項目の年平均値を表-5 に示す。 

 

表-5 令和 7 年 主要地点の水質状況（年平均値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※7……木曽川水系は、木曽川・長良川・揖斐川に分割して示す。 

※8……BOD の（  ）書は 75％値を示す。 

 

水系名 調査地点名 ｐＨ ＤＯ(mg/L) ＢＯＤ(mg/L)※8 ＣＯＤ(mg/L) ＳＳ(mg/L)

狩野川 黒瀬橋 7.7 9.2 0.7 ( 0.7) 3.0 3

安倍川 安倍川橋 8.0 9.9 0.6 (<0.5) - 14

大井川 富士見橋 7.8 10 1.2 ( 1.3) - 10

菊川 国安橋 7.7 8.8 1.3 ( 1.5) - 9

新樋橋 8.1 10 2.1 ( 2.4) - 31

天竜橋 7.8 10 1.4 ( 1.9) - 18

鹿島橋 7.7 10 0.6 ( 0.7) 1.3 4

豊川 当古橋 7.4 10 0.9 ( 0.8) 1.9 2

矢作川 米津大橋 7.3 9.7 1.1 ( 1.3) 2.5 6

庄内川 枇杷島橋 7.4 9.1 3.8 ( 4.5) 8.4 5

犬山橋 7.3 10 0.9 ( 1.0) 2.4 3

濃尾大橋 7.4 9.9 0.8 ( 0.9) 2.1 2

藍川橋 7.5 9.9 0.6 ( 0.6) 1.3 1

長良大橋 7.4 9.7 0.7 ( 0.8) 1.7 3

鷺田橋 7.6 10 0.6 ( 0.7) 1.3 2

福岡大橋 7.5 9.2 0.9 ( 0.8) 1.9 6

鈴鹿川 高岡橋 7.8 10 0.7 ( 0.6) 2.2 4

雲出川 雲出橋 7.7 9.7 1.1 ( 1.3) 3.4 5

櫛田川 櫛田橋 7.7 9.4 0.6 (<0.5) 1.8 1

宮川 度会橋 7.2 9.0 0.5 (<0.5) 0.9 1

天竜川

木曽川
(※7)

長良川
(※7)

揖斐川
(※7)
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１．狩 野 川 

黒
くろ

瀬
せ

橋
ばし

（ＡＡ類型）のＢＯＤ経年変化（図-4(1)）をみると、昭和 47 年から

昭和 51 年の間で改善され、平成 11 年以降は 2mg/L 以下となり、平成 16 年以

降は 1 ㎎/L 以下で推移している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4(1) 狩野川 黒瀬橋地点のＢＯＤ経年変化 

 

 

２．安 倍 川 

安倍
あ べ

川
かわ

橋
ばし

（ＡＡ類型）のＢＯＤ経年変化（図-4(2)）をみると、昭和 53 年

からはほぼ横ばいで１mg/L 前後を維持していたが、昭和 63 年、平成 6 年、

平成 7 年にやや悪化した。その後、平成 12 年以降は 1mg/L 以下で推移して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4(2) 安倍川 安倍川橋地点のＢＯＤ経年変化 
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３．大 井 川 

富士見
ふ じ み

橋
ばし

（Ａ類型）のＢＯＤ経年変化（図-4(3)）をみると、昭和 47 年以降

徐々に改善され、昭和 60 年からは 1mg/L 前後を保っていたが、平成 8 年頃に

一時悪化した。その後は、令和 4 年に年平均値が 2mg/L を超過した以外は、

平成 14 年以降は 1 ㎎/L 前後で推移している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4(3) 大井川 富士見橋地点のＢＯＤ経年変化 

 

 

４．菊   川 

国安
くにやす

橋
ばし

（Ａ類型）のＢＯＤ経年変化（図-4(4)）をみると、昭和 49 年をピー

クに水質改善の傾向にあったが、平成 4 年に悪化した。その後は再び改善傾

向になり、平成 14 年以降は 2mg/L 以下で推移している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4(4) 菊川 国安橋地点のＢＯＤ経年変化 
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５．天 竜 川 

天竜川は富栄養化現象のある諏訪
す わ

湖
こ

を水源にしているため、一般的な河川

とは逆で上流ほど水質が悪い状況となっている。天竜川のＢＯＤ経年変化（図

-4(5)）を見ると平成 10 年以降は上流の主要地点である新樋
しんとい

橋
ばし

（Ｂ類型）は概

ね 2mg/L 前後で、中流の天竜
てんりゅう

橋
ばし

（Ａ類型）は概ね 2mg/L 以下で、下流の鹿
か

島
じま

橋
ばし

（ＡＡ類型）は 1mg/L 以下で推移している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4(5.1) 天竜川上流部（新樋橋地点）のＢＯＤ経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4(5.2) 天竜川中流部（天竜橋地点）のＢＯＤ経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4(5.3) 天竜川下流部（鹿島橋地点）のＢＯＤ経年変化 
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６．豊   川 

当古
と う ご

橋
ばし

（Ａ類型）のＢＯＤ経年変化（図-4(6)）をみると、平成 20 年、平成

25 年を除き、1mg/L 以下で推移している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4(6) 豊川 当古橋地点のＢＯＤ経年変化 

 

 

 

７．矢 作 川 

米
よね

津
づ

大
おお

橋
はし

（Ａ類型）のＢＯＤ経年変化（図-4(7)）をみると、昭和 51 年以降

1mg/L 前後の低い数値を示していたが、昭和 59 年以降若干上昇し、平成 8 年

ぐらいまで概ね 2mg/L 前後で推移していた。その後は改善がみられ、平成 10

年からは 1mg/L 前後で推移している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4(7) 矢作川 米津大橋地点のＢＯＤ経年変化 
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８．庄 内 川 

名古屋市を流れる庄内川は、都市下水のほか各種の工場排水が流入し、さら

に上流域には製陶業が発展しているため、有機汚濁と白濁が甚だしかった。し

かし、枇
び

杷
わ

島
じま

橋
ばし

（Ｃ類型）のＢＯＤ経年変化（図-4(8)）をみると、工場排水

規制と下水道整備等により、昭和 50 年代以降の水質は、昭和 40 年代と比較

すると大幅に改善され、平成 20 年以降は 3mg/L 前後で推移している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4(8) 庄内川 枇杷島橋地点のＢＯＤ経年変化 

 

９．木曽三川（木曽川、長良川、揖斐川） 

三川の主要地点におけるＢＯＤ経年変化（図-4(9)）をみると、各地点とも

1mg/L 前後で推移している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4(9.1) 木曽川 犬山橋地点のＢＯＤ経年変化 
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図-4(9.2) 木曽川 濃尾大橋地点のＢＯＤ経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4(9.3) 長良川 藍川橋地点のＢＯＤ経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4(9.4) 長良川 長良大橋地点のＢＯＤ経年変化 
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図-4(9.5) 揖斐川 鷺田橋地点のＢＯＤ経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4(9.6) 揖斐川 福岡大橋地点のＢＯＤ経年変化 
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１０．鈴 鹿 川 

高
たか

岡
おか

橋
ばし

（Ａ類型）のＢＯＤ経年変化（図-4(10)）をみると、昭和 50 年以降、

改善され昭和 54 年以降は 1mg/L 前後で、平成 18 年以降は概ね 1mg/L 以下で

推移している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4(10) 鈴鹿川 高岡橋地点のＢＯＤ経年変化 

 

 

１１．雲 出 川 

雲
くも

出
ず

橋
ばし

（Ａ類型）のＢＯＤ経年変化（図-4(11)）をみると、1～2mg/L 前後

と良好である。平成 9 年から改善傾向にあり、平成 29 年はやや悪化し、環境

基準を超過したものの、概ね 1 ㎎/L 前後で推移している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4(11) 雲出川 雲出橋地点のＢＯＤ経年変化 

 

 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

昭
和
4
7
年

昭
和
4
9
年

昭
和
5
1
年

昭
和
5
3
年

昭
和
5
5
年

昭
和
5
7
年

昭
和
5
9
年

昭
和
6
1
年

昭
和
6
3
年

平
成
2
年

平
成
4
年

平
成
6
年

平
成
8
年

平
成
1
0
年

平
成
1
2
年

平
成
1
4
年

平
成
1
6
年

平
成
1
8
年

平
成
2
0
年

平
成
2
2
年

平
成
2
4
年

平
成
2
6
年

平
成
2
8
年

平
成
3
0
年

令
和
2
年

令
和
4
年

令
和
6
年

Ｂ
Ｏ
Ｄ
(m
g/

L)

鈴鹿川（高岡橋）（Ａ）

流域面積 323km2

幹川流路延長 38km

７５％値

年平均値

令
和
7年

0

1

2

3

4

5

6

7

8

昭
和

47
年

昭
和

49
年

昭
和

51
年

昭
和

53
年

昭
和

55
年

昭
和

57
年

昭
和

59
年

昭
和

61
年

昭
和

63
年

平
成
2
年

平
成
4
年

平
成
6
年

平
成
8
年

平
成

10
年

平
成

12
年

平
成

14
年

平
成

16
年

平
成

18
年

平
成

20
年

平
成

22
年

平
成

24
年

平
成

26
年

平
成

28
年

平
成

30
年

令
和
2
年

令
和
4
年

令
和
6
年

Ｂ
Ｏ
Ｄ

(m
g/

L)

雲出川（雲出橋）（Ａ）

流域面積 550km2

幹川流路延長 55km

７５％値

年平均値

令
和
7年



 
20 

１２．櫛 田 川 

櫛
くし

田
だ

橋
ばし

（Ａ類型）のＢＯＤ経年変化（図-4(12））をみると、昭和 47 年以降

は、概ね 1mg/L 以下で推移している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4(12) 櫛田川 櫛田橋地点のＢＯＤ経年変化 

 

 

 

１３．宮   川 

度会
わたらい

橋
ばし

（ＡＡ類型）のＢＯＤ経年変化（図-4(13)）をみると、測定開始当

初より 1mg/L 以下を維持している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4(13) 宮川 度会橋地点のＢＯＤ経年変化 
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（３）人の健康の保護に関する環境基準の項目からみた水質の現況 

人の健康の保護に関する環境基準は、環境基本法に基づき公共用水域に一

律に適用されるものとして、27 項目が定められている。 

令和 7 年は 85 地点※9で調査を実施し、全ての地点で環境基準を満足し

た。 

※9･･･河川類型指定 95 地点、湖沼類型指定 4 地点、未指定 3 地点の合計 102 地点の

うち、対象 27 項目について 1 項目以上調査を実施した地点 
 

（４）要監視項目からみた水質の現況 

「要監視項目」は、人の健康の保護に関連する物質であるが公共用水域にお

ける検出状況等からみて、現時点では直ちに環境基準項目とせず引き続き知

見の集積に努めるべきと判断されているものであり、27 項目について指針値

が設定されている。また、水生生物の保全に係る項目として、6 項目が要監視

項目として指針値が設定されている。※10   

令和 7 年は中部の 66 地点※11で調査を実施し、全ての地点で指針値（年平

均値）を満足した。なお、1 検体でも超過した地点は 2 地点（庄内川・水分

橋、枇杷島橋）あった。 

 

令和 2 年度から要監視項目に加えられた PFOS 及び PFOA については、54 地

点で調査を行い、全ての調査地点において、指針値を満足した。 

 

※10･･･クロロホルムは、人の健康の保護と水生生物の保全の両方に該当しているた

め、全体では 32 項目 

※11･･･河川類型指定 95 地点、湖沼類型指定 4 地点、未指定 3 地点の合計 102 地点の

うち、対象 32 項目について 1 項目以上調査を実施した地点 
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（５）川の生きものを調べよう―水生生物による水質判定― 

国土交通省と環境省では、川の生きものを指標として河川の水質を総合的

に評価するため、地域の住民の方々の協力のもと、全国で『全国水生生物調査』

を実施している。この調査は、サワガニ、カワゲラ類等の川の水に棲む生きも

の（水生生物）が生息しているかどうかで水質を判定するもので、子どもたち

にもわかりやすく、特別な機材を用いないため、誰でも簡単に参加できるもの

となっている。 

令和 7 年は、9 水系 20 河川 35 地点（住民参加は 22 地点）で調査を実施し

た。 

１）水質判定方法 

①指標生物 

川の中には様々な生物が棲んでおり、特に川底に棲んでいる生物は、過

去から現在までの長い時間の水質状況を反映している。 

水の中、川底の生物は、きれいな水にしか棲めないものや、汚い水に棲

むものに分かれており、この特徴が強く表れる生物を『指標生物』として、

表-6 の通り設定した。 

表-6 水生生物による水質判定 指標生物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きれいな水（Ⅰ）の指標生物 ややきれいな水（Ⅱ）の指標生物
　カワゲラ類　　　　ヨコエビ類
　ヒラタカゲロウ類　ヘビトンボ
　ナガレトビケラ類　ブユ類
　ヤマトビケラ類　　サワガニ
　アミカ類　　　　　ナミウズムシ

　コガタシマトビケラ類　　コオニヤンマ
　オオシマトビケラ　　　　カワニナ類
　ヒラタドロムシ類　　　○ヤマトシジミ
　ゲンジボタル　　　　　○イシマキガイ

きたない水（Ⅲ）の指標生物 とてもきたない水（Ⅳ）の指標生物

　ミズカマキリ　　　　タニシ類
　ミズムシ　　　　　　シマイシビル
○イソコツブムシ類　○ニホンドロソコエビ

　ユスリカ類　　　　　　エラミミズ
　チョウバエ類　　　　　サカマキガイ
　アメリカザリガニ

きれいな水（Ⅰ）とややきれいな水（Ⅱ）の両方で見られる生物（指標生物ではない）

チラカゲロウ　タニガワカゲロウ類、ニンギョウトビケラ類、ヒゲナガカワトビケラ類

注)　○は海水の少し混ざっている汽水域の生物
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②集計・判定方法 

捕獲した指標生物の数を数え、以下の方法で、集計・水質判定を行う。 

・見つかった指標生物の欄に○印を付ける。 

・数が多かった上位 2 種には●印を付ける。（2 番目、3 番目が同程度

の場合は、最大 3 種まで） 

・水質階級ごとに「1.○印と●印の個数」と、「2.●印の個数」を「水

質階級の判定」の欄に書き入れる。 

・1.と 2.の合計を 3.の欄に書き込み、最も大きい数がその場所の水質

階級と判定する。 

・2 つの水質階級が同じ数になった場合は、少ない方の数字の階級を、

その場所に水質階級とする。（例：ⅢとⅣが同数の場合はⅢ） 

表-7 集計用紙（記入例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：『川の生きものを調べよう』（環境省水・大気環境局 国土交通省水管

理・国土保全局） 
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２）調査状況・結果 

①住民参加状況 

令和 7 年は、天竜川水系の 401 人、櫛田川水系の 93 人をはじめ、全体

で 642 人の住民が調査に参加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 水生生物調査の水系別住民参加状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-6 水生生物調査の年別住民参加状況 
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②調査結果 

令和 7 年は、全 35 地点で調査を実施し、17 地点で「きれいな水」、17

地点で「ややきれいな水」と判定された。 

令和 7 年に調査を実施した河川、地点における指標生物の出現状況と

水質判定結果を表-8 に示す。 

 

表-8 調査地点の指標生物出現状況と水質判定結果 
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ニ

狩野川 狩野川大仁橋上流 R7.06.07 ● ○ ○ ● 4 2 0 0 Ⅰ

狩野川 狩野川千歳橋下流 R7.06.07 ○ ● ● 3 2 0 0 Ⅰ

安倍川 安倍川 山崎地先 R7.08.01 ○ ● ○ ● ○ ○ 4 3 0 1 Ⅰ

大井川 大井川 金谷東地先 R7.08.07 ○ ○ ● ● ○ ○ ○ 4 3 0 2 Ⅰ

天竜川 天龍橋 R7.07.29 ○ ○ ● ● ○ 4 3 0 0 Ⅰ

松川 上溝橋 R7.07.29 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 6 4 1 0 Ⅰ

天竜川 明神橋 R7.07.31 ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ 7 4 0 0 Ⅰ

虻川 新虻川橋 R7.07.31 ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 8 3 0 0 Ⅰ

天竜川 天の中川橋 R7.08.05 ○ ● ○ ● ○ ○ 3 3 0 2 Ⅰ

前沢川 新前沢橋 R7.08.05 ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ 5 4 1 0 Ⅰ

天竜川 天竜大橋 R7.08.01 ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 6 3 0 2 Ⅰ

太田切川 大田原橋 R7.07.24 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● 7 2 0 0 Ⅰ

平成大橋 R7.08.06 ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 3 1 0 Ⅰ

伊那路橋 R7.08.08 ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 6 4 2 0 Ⅰ

横川川 伊那富橋 R7.08.17 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 4 0 1 Ⅰ

三峰川 竜東橋 R7.08.17 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ 7 2 0 2 Ⅰ

庄内川 庄内川 大留 R7.08.10 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1 6 2 0 Ⅱ

庄野橋 R7.06.21 ● 0 2 0 0 Ⅱ

亀山橋 R7.07.24 ● ○ ● ○ 3 2 0 1 Ⅰ

河原田橋 R7.07.29 ○ ● ○ ○ ○ ● ○ 1 4 1 3 Ⅱ

新矢矧橋 R7.08.08 ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4 5 1 2 Ⅱ

安楽川 和泉橋 R7.08.08 ● ○ ● ○ ○ 0 5 1 1 Ⅱ

小戸木橋 R7.08.07 ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ 4 6 0 1 Ⅱ

小野江頭首工 R7.08.07 ○ ● ● 0 3 0 2 Ⅱ

中村川 中村川桜づつみ公園 R7.08.07 ○ ● 0 1 0 2 Ⅳ

新屋敷取水堰 R7.08.06 ○ ● ● 0 5 0 0 Ⅱ

櫛田橋 R7.08.06 ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ 3 6 0 1 Ⅱ

両郡橋 R7.10.07 ● ● ○ ○ 2 3 0 1 Ⅱ

佐伯中 R7.08.05 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ 4 7 0 0 Ⅱ

JR佐奈川橋梁 R7.09.25 ● ○ ● ○ ○ 0 3 3 1 Ⅱ

大峯橋 R7.08.05 ● ○ ● ○ 0 3 0 3 Ⅱ

槙尾橋 R7.09.09 ○ ● ○ 0 4 0 0 Ⅱ

度会橋 R7.08.04 ○ ○ ● ○ ○ 1 5 0 0 Ⅱ

昼田水辺の楽校 R7.08.04 ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ 4 6 0 0 Ⅱ

五十鈴川 御側橋 R7.08.04 ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ 4 5 0 1 Ⅱ
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宮川

櫛田川
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雲出川
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天竜川

狩野川

鈴鹿川

雲出川

櫛田川
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③調査実施状況 

川の中で生きものを捕まえ、図鑑と見比べて、分類、集計をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安倍川水系安倍川（R7.8.1） 

天竜川水系天竜川（R7.7.31） 

櫛田川水系佐奈川（R7.9.25） 

狩野川水系狩野川（R7.6.7) 
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④参加者の感想 

水系ごとの参加者の感想を表-9 に示す。生きものへの興味、川の美化

意識、川の中の感触など、いろいろな感想が挙げられている。 

 

表-9 各河川の調査参加者の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

狩野川 狩野川
狩野川大仁橋上流
狩野川千歳橋下流

・生き物が見つかって楽しかった。
・川の中に入れて楽しかった。

安倍川 安倍川 山崎地先 ・水が気持ちよかった。

大井川 大井川 金谷東地先 ・楽しかった。

天竜川

天竜川

松川
虻川

前沢川
三峰川

天龍橋、明神橋
天の中川橋
天竜大橋、平成大橋
伊那路橋
上溝橋
新虻川橋
新前沢橋
竜東橋

・川にこんなに色々な生き物がいるとは驚きだった。
・初めてヨシノボリの卵を見ることができて勉強になった。
・親子で楽しめた。
・きれいな水だとわかってうれしかった。
・もっと虫を調べたい。
・水生生物の多様性（大きさや種類など）に驚かされた。
・もっと広い場所で探したかった。
・ザザムシをたくさんとれた。こんなにいるとは思って
  なかったので楽しかった。
・小さな虫が身近になった。
・継続して生物のことを知りたい。

庄内川 庄内川 大留
・時期なのか場所なのかほぼトビケラ類しか見つからなかっ
  たのが残念。

鈴鹿川 鈴鹿川
庄野橋
亀山橋

・遠くから見ると緑色に見える。
・思ったより生き物がいた。
・ヨシノボリが多い。
・カニがいなかった。
・思ったより流れが速い。
・思ったより川が深い。

雲出川 雲出川 小戸木橋
・意外と生き物がいなかった。
・石に藻が付いていて滑りやすかった。
・川が浅い。

櫛田川
櫛田川
佐奈川

両郡橋
JR佐奈川橋梁

・かわいい生き物がいる。　　・泳ぎたい。
・エビがたくさんいた。　　　・歩くと濁る。
・エビが多かった。　　　　　・思ったより濁っていた。
・意外と深かった。

参加者の感想地点名水系名 河川名
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※数字は地点番号を示す。

五十鈴川

長 野 県

静 岡 県

岐 阜 県

三 重 県 愛 知 県

豊 川

狩野川

安
倍
川

大

井

川
菊
川

天
竜
川

矢
作
川

木
曽
川

長
良
川

鈴
鹿
川

庄内川

雲出川

櫛田川

宮 川

揖
斐
川

松 川

伊

三 河 湾

駿 河 湾

勢

湾

根
尾
川

牧
田
川

牛
渕
川

肱
江
川安

楽
川

鈴
鹿
川
派
川

中村川

波
瀬
川

佐奈川

記号

Ⅳ．とてもきたない水

判定不能

水質階級

Ⅰ．きれいな水

Ⅱ．ややきれいな水

Ⅲ．きたない水

●

●

3-10
3-11

3-9
3-12

3-1

3-2

3-3

3-4

3-6
3-5

3-7

3-8

6-3

6-4

6-16-2

6-5

7-1
7-2

7-3

8-4 8-18-2
8-3

8-6
8-7

8-5

9-1
9-2

9-3
10-1

10-2

1-1

11-1

2-1

図-7 水生生物による水質判定結果 

水系名 河川名 地点名

狩野川 狩野川大仁橋上流

狩野川 狩野川千歳橋下流
安倍川 安倍川 山崎地先

大井川 大井川 金谷東地先

天竜川 天龍橋
松川 上溝橋

天竜川 明神橋

虻川 新虻川橋

天竜川 天の中川橋
前沢川 新前沢橋

天竜川 天竜大橋

太田切川 大田原橋

平成大橋

伊那路橋

横川川 伊那富橋

三峰川 竜東橋
庄内川 庄内川 大留

庄野橋

亀山橋

河原田橋

新矢矧橋

安楽川 和泉橋

小戸木橋

小野江頭首工

中村川 中村川桜づつみ公園

新屋敷取水堰

櫛田橋

両郡橋

佐伯中

JR佐奈川橋梁

大峯橋

槙尾橋

度会橋

昼田水辺の楽校

五十鈴川 御側橋

6-5

7-1

7-2

3-11

3-12

11-1

6-1

6-2

10-1

10-2

1-1

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-5

3-6

3-7

3-8

3-9

3-10

No.

9-3

狩野川

天竜川

鈴鹿川

雲出川

櫛田川

宮川

8-5

8-6

8-7

9-1

9-2

7-3

8-1

8-2

8-3

8-4

6-3

6-4

天竜川

鈴鹿川

内部川

櫛田川

佐奈川

宮川

雲出川
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２．ダイオキシン類からみた水質状況 

 

（１）調査目的 

ダイオキシン類は、人の生命や健康に重大な影響を与えるおそれがある物

質であることから、ダイオキシン類による環境汚染の防止及びその除去等を

するため、「ダイオキシン類対策特別措置法」が制定され、平成 12 年から施

行されている。 

国土交通省では、環境省と連携し平成 11 年 9 月から緊急的に公共用水域

（河川・湖沼）の水質・底質のダイオキシン類調査を実施しており、平成 13

年までの調査結果から、「河川、湖沼等におけるダイオキシン類常時監視マニ

ュアル」を策定し、平成 14 年から監視マニュアルに従って監視を行っている。

（マニュアルは随時更新。現在は令和 5 年 6 月版） 

 

（２）調査内容 

１）調査対象物質 

調査対象物質としては、ダイオキシン類｛ポリ塩化ジベンゾ－パラジオ

キシン(ＰＣＤＤ)、ポリ塩化ジベンゾフラン(ＰＣＤＦ)及びダイオキシン

様ＰＣＢ｝の調査を実施した。 

 

２）調査地点 

中部地方整備局管内の直轄 13 水系代表 24 地点において、ダイオキシン

類の実態調査を実施している。 

令和 7 年は代表 24 地点の内、水質は 20 地点、底質は 19 地点で実施し

た。（表-10）位置図を図-8 に示す。 
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表-10 ダイオキシン類調査地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※12…地点種別は以下のとおりである。 

     （「河川、湖沼等におけるダイオキシン類常時監視マニュアル」参照） 

・「基準監視地点」 

水系の順流最下流に位置する環境基準点。（年 1 回調査）全 15 箇所。 

・「補助監視地点」 

その他の環境基準点、過去の調査結果や河川砂防技術基準 調査編を考慮し

た地点、底質の堆積しやすい最下流地点（感潮域）及びダム・堰等のうち、い

ずれかで基準監視地点における監視を補完する地点。（3 年に１回調査） 

・「重点監視地点」 

基準監視地点、補助監視地点のうち環境基準値を超えた地点。（年 2 回また

は年 4 回調査） 

水系名 河川名 地点名 地点種別※12 位　　　置 備　　考

狩野川 狩野川 徳倉橋 基準監視地点 静岡県駿東部清水町徳倉

安倍川 安倍川 安倍川橋 基準監視地点 静岡県静岡市駿河区手越

大井川 大井川 富士見橋 基準監視地点 静岡県榛原郡吉田町大幡

菊川 菊川 高田橋 基準監視地点 静岡県菊川氏上平川

天竜川 天竜川 鹿島橋 基準監視地点 静岡県浜松市天竜区二俣町鹿島

豊川 豊川 江島橋 基準監視地点 愛知県豊川市一宮町江島

矢作川 矢作川 米津大橋 基準監視地点 愛知県西尾市米津

庄内川 小里川 小里川ダム 補助監視地点 岐阜県恵那市山岡町田代 水質のみ

庄内川 枇杷島橋 基準監視地点 愛知県清須市西枇杷島町南問屋

木曽川 木曽川 濃尾大橋 基準監視地点 愛知県一宮市起

味噌川ダム 補助監視地点 長野県木曽郡木祖村

阿木川 阿木川ダム 補助監視地点 岐阜県恵那市東野

馬瀬川 岩屋ダム 補助監視地点 岐阜県下呂市金山町

長良川 伊勢大橋 基準監視地点 三重県桑名市長島町十日外面

揖斐川 福岡大橋 基準監視地点 岐阜県海津市海津町福岡

徳山ダム 補助監視地点 岐阜県揖斐郡揖斐川町

鈴鹿川 鈴鹿川 高岡橋 基準監視地点 三重県鈴鹿市一宮町

雲出川 雲出川 雲出橋 基準監視地点 三重県松阪市小野江町

櫛田川 櫛田川 櫛田橋 基準監視地点 三重県松阪市豊原町

宮川 宮川 度会橋 基準監視地点 三重県伊勢市中島町
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３）調査方法 

水質及び底質の分析方法は、以下に示す方法に基づいて実施した。 

（ⅰ）水質：ＪＩＳ K0312（2020 年） 

「工業用水・工場排水中のダイオキシン類の測定方法」 

（ⅱ）底質：「ダイオキシン類に係る底質調査測定マニュアル」 

       （環境省水・大気環境局水環境課 令和 4 年 3 月） 

 

４）調査時期 

水質及び底質調査は、表-11 に示す日程で実施した。 

 

表-11 ダイオキシン類調査実施日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

狩野川 狩野川 徳倉橋 令和7年6月6日

安倍川 安倍川 安倍川橋 令和7年6月6日

大井川 大井川 富士見橋 令和7年6月6日

菊川 菊川 高田橋 令和7年5月1日

天竜川 天竜川 鹿島橋 令和7年5月1日

豊川 豊川 江島橋 令和7年5月9日

矢作川 矢作川 米津大橋 令和7年5月16日

庄内川 小里川 小里川ダム 令和7年5月15日

庄内川 枇杷島橋 令和7年5月29日

木曽川 木曽川 濃尾大橋 令和7年5月29日

味噌川ダム 令和7年10月1日

阿木川 阿木川ダム 令和7年11月4日

馬瀬川 岩屋ダム 令和7年10月9日

長良川 伊勢大橋 令和7年5月23日

揖斐川 福岡大橋 令和7年5月23日

徳山ダム 令和7年10月10日

鈴鹿川 鈴鹿川 高岡橋 令和7年5月1日

雲出川 雲出川 雲出橋 令和7年5月1日

櫛田川 櫛田川 櫛田橋 令和7年5月1日

宮川 宮川 度会橋 令和7年5月1日

水系名 河川名 地点名 調査年月日
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５）調査結果 

水質及び底質調査結果の検出範囲を表-12 に、地点別の測定結果を 

表-13 に示す。 

水質は、表-14 に示すように 4 地点において、環境基準（水質：1pg-TEQ/L）

を超過した。底質は、全ての観測地点において環境基準（底質：150pg-

TEQ/g）を満足していた。 

 

表-12 令和 7 年ダイオキシン類調査結果（検出範囲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※13……水質・底質毎に中部地方整備局管内で測定された最低値と最大値及びそれらを

観測した地点を示す。 

 

 

 

 

（単位：水質pg-TEQ/L、底質pg-TEQ/g）

0.067 ～ 1.6 0.21 ～ 15

令和7年

　・木曽川
　　味噌川ダム

　　・菊川
　　　高田橋　1.6

　・安倍川
　　安倍川橋

　　・阿木川
　　　阿木川ダム

調査結果 　・馬瀬川
　　岩屋ダム

　・大井川
　　富士見橋

　・揖斐川
　　徳山ダム

［環境基準］ 水質　1 pg-TEQ/L 底質　150pg-TEQ/g

調査の区分
調査結果（検出範囲）※13

水質（基準値超過地点と値） 底質
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表-13 令和７年 ダイオキシン類地点別測定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※14……      は、環境基準（水質：1pg-TEQ/L、底質：150pg-TEQ/g）を超

えた値を表す。 

※15……測定結果は、毒性等価係数(ＴＥＦ)に基づきＴＥＱ値を算出 

    ＴＥＱ値：環境中には様々なダイオキシン類が存在し、それぞれ毒性の強さが異なっている。 

そこで、実際のダイオキシン類の環境影響を判定する際には、それぞれのダイオキ

シン物質の測定濃度に「2,3,7,8-四塩化ダイオキシン毒性等価係数（ＴＥＦ）」を

掛け、「2,3,7,8-四塩化ダイオキシン」に換算した数値を用いて判定する。このよ

うに換算した数値を毒性等量（TEQ）と呼び、通常ダイオキシン類の量を表現する場

合の単位として用いられている。（１pg-TEQ/L：水１L 中に、毒性等量で１pg のダ

イオキシンが含まれている。） 

水系名 河川名 地点名
基準監視地点

or
補助監視地点

水質
pg-TEQ/L

底質
pg-TEQ/g

狩野川 狩野川 徳倉橋 基準監視地点 1.5 2.0

安倍川 安倍川 安倍川橋 基準監視地点 0.073 0.21

大井川 大井川 富士見橋 基準監視地点 0.074 0.21

菊川 菊川 高田橋 基準監視地点 1.6 0.67

天竜川 天竜川 鹿島橋 基準監視地点 0.072 0.22

豊川 豊川 江島橋 基準監視地点 0.27 0.22

矢作川 矢作川 米津大橋 基準監視地点 0.31 0.22

庄内川 小里川 小里川ダム 補助監視地点 0.21 －

庄内川 枇杷島橋 基準監視地点 0.48 0.23

木曽川 木曽川 濃尾大橋 基準監視地点 0.15 0.23

味噌川ダム 補助監視地点 0.067 0.51

阿木川 阿木川ダム 補助監視地点 0.092 15

馬瀬川 岩屋ダム 補助監視地点 0.067 1.3

長良川 伊勢大橋 基準監視地点 0.30 1.1

揖斐川 福岡大橋 基準監視地点 0.82 9.3

徳山ダム 補助監視地点 0.067 3.2

鈴鹿川 鈴鹿川 高岡橋 基準監視地点 1.3 0.25

雲出川 雲出川 雲出橋 基準監視地点 0.71 0.47

櫛田川 櫛田川 櫛田橋 基準監視地点 1.2 0.58

宮川 宮川 度会橋 基準監視地点 0.26 0.24
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３．水質事故の発生状況  

（１）水質事故の確認件数 

平成25年から令和7年までの中部の水質事故発生件数の経年変化を図-9に

示す。令和 7 年（1 月～12 月）における中部の一級河川に係る水質事故発生

件数は 68 件で、4 年連続で増加している。近 5 ヶ年の水系別の水質事故件数

を図-10 に示す。これを見ると、狩野川、安倍川、菊川、天竜川、豊川、木曽

川(※16)、長良川(※16) 、鈴鹿川で昨年よりも増加し、他の水系では、横ばい、も

しくは、減少している。 

 

 

 

 

 

 

図－９ 水質事故の確認件数の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１０ 水質事故発生件数の水系別経年変化(※16) 

※16……木曽川水系は木曽川・長良川・揖斐川に分割 
 

なお、一級水系については、河川管理者

と関係機関により構成される「水質汚濁対

策連絡協議会」又は「水質保全連絡協議会」

が全ての水系に設置されており、事故発生

時に迅速な情報収集、通報、連絡を行うと

ともに、関係機関との連携のもとオイルフ

ェンスの設置等により被害の拡大防止に

努めている。 水質事故対策訓練の様子 
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（２）水質事故の発生要因 

１）種類別の水質事故件数 

図-11、12 に示すように水質事故の種類としては、重油・軽油等の油の流

出事故が 87％と最も多くの割合を占めている。油類による水質事故は、例

年 70％程度であるが、令和 7 年は特に高い割合であった。 

令和 7 年には、水質事故により取水を停止する事案は発生しなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

図-11 水質事故発生件数の種類別割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-12 水質事故の種類別確認件数の経年変化 
 

《原因物質による分類》 
油類･････････････････重油、軽油、ガソリン等の流出 
化学物質･････････････有機溶剤、農薬等の流出 
排水・汚泥等･････････家畜のふん尿等の排水や汚水、汚泥等の流出 
自然現象･････････････渇水が原因の酸欠による魚の斃死等の、人間の活動が直接の原因

でないもの 
その他（原因不明）･･･自然現象と断定できないもので、原因を究明できないもの 
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２）原因別の水質事故件数 

図-13、14 に示すように原因別の水質事故件数を見ると、交通事故が最も

多く 28％であった。 

例年、機械の故障と操作ミスによる水質事故が多く、合わせて 40％程度

を占めるが、令和 7 年は全体の 29％と少なくなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

図-13 水質事故発生件数の原因別割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-14 水質事故発生件数の原因別経年変化 
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巻末資料１  生活環境の保全に関する環境基準 

河川（湖沼を除く）：生物化学的酸素要求量（BOD） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※17……自然環境保全：自然探勝等の環境保全 

水 道 １級：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの。 

水 道 ２級：沈殿ろ過等による通常の浄水操作を行うもの。 

水 道 ３級：前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの。 

水 産 １級：ヤマメ、イワナ等貧腐水性水域の水産生物用並びに水産２級及び 

水産３級の水産生物用 

水 産 ２級：サケ科魚類及びアユ等貧腐水性水域の水産生物用及び水産３級の 

水産生物用 

水 産 ３級：コイ、フナ等、β－中腐水性水域の水産生物用 

工業用水１級：沈殿等による通常の浄水操作を行うもの 

工業用水２級：薬品注入等による高度の浄水操作を行うもの 

工業用水３級：特殊の浄水操作を行うもの 

環 境 保 全 ：国民の日常生活（沿岸の遊歩等含む。）において不快感を生じな

い限度 

 ※18……基準値は日間平均値とする（湖沼、海域もこれに準ずる。）。 

基準値※18 基準値※18

ＡＡ

水道1級
自然環境保全及び
Ａ以下の欄に掲げる
もの

1mg/L
以下

Ｃ

水産3級
工業用水1級及び
Ｄ以下の欄に掲げる
もの

5mg/L
以下

Ａ

水道2級
水産1級
水浴及び
Ｂ以下の欄に掲げる
もの

2mg/L
以下

Ｄ

工業用水2級
農業用水及び
Ｅ以下の欄に掲げる
もの

8mg/L
以下

Ｂ

水道3級
水産2級及び
Ｃ以下の欄に掲げる
もの

3mg/L
以下

Ｅ
工業用水3級
環境保全

10mg/L
以下

利用目的の※17

適応性
生物化学的
酸素要求量

(BOD)

利用目的の※17

適応性
生物化学的
酸素要求量

(BOD)

　 項目

類型

　 項目

類型
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巻末資料２  人の健康の保護に関する環境基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：環境庁告示第 59 号 昭和 46 年 12 月 28 日(最終改定 令和 4 年 4 月 1 日) 

 

 

項　　目　　名 備　考

カ ド ミ ウ ム 0.003 mg/L以下

全 シ ア ン

鉛 0.01 mg/L以下

六 価 ク ロ ム 0.02 mg/L以下

ヒ 素 0.01 mg/L以下

総 水 銀 0.0005 mg/L以下

ア ル キ ル 水 銀

Ｐ Ｃ Ｂ

ジ ク ロ ロ メ タ ン 0.02 mg/L以下

四 塩 化 炭 素 0.002 mg/L以下

1,2- ジ ク ロ ロ エ タ ン 0.004 mg/L以下

1,1- ジ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.1 mg/L以下

シス-1,2-ジクロロエチレン 0.04 mg/L以下

1,1,1- ト リ ク ロ ロ エ タ ン 1 mg/L以下

1,1,2- ト リ ク ロ ロ エ タ ン 0.006 mg/L以下

ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.01 mg/L以下

テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン 0.01 mg/L以下

1,3- ジ ク ロ ロ プ ロ ペ ン 0.002 mg/L以下

チ ウ ラ ム 0.006 mg/L以下

シ マ ジ ン 0.003 mg/L以下

チ オ ベ ン カ ル ブ 0.02 mg/L以下

ベ ン ゼ ン 0.01 mg/L以下

セ レ ン 0.01 mg/L以下

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10 mg/L以下

フ ッ 素 0.8 mg/L以下

ホ ウ 素 1 mg/L以下

１ ， ４ － ジ オ キ サ ン 0.05 mg/L以下

基　準　値

検出されないこと

検出されないこと

検出されないこと

１．基準値は年間平均値とする。
ただし全シアンに係る基準値につ
いては最高値とする。

２． 「検出されないこと」とは
定められた測定方法により測定し
た場合において、その結果が定量
限界を下回ることをいう。

３．海域については、フッ素及び
ホウ素の基準値は適用しない。

４．硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素
の濃度は、測定された硝酸イオン
の濃度に換算係数0.2259を乗じた
ものと亜硝酸イオンの濃度に換算
係数0.3045を乗じたものの和とす
る。
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巻末資料３  要監視項目及び指針値（人の健康の保護に係る項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：環水大管発 2506309 号 令和 7 年 6 月 30 日 

 

※19……PFOS 及び PFOA の指針値（暫定）については、PFOS 及び PFOA の合計値とする。 

 

項　　目　　名 備　考

イ ソ キ サ チ オ ン 0.008 mg/L以下 殺虫剤（ゴルフ場農薬）

ダ イ ア ジ ノ ン 0.005 mg/L以下 　 〃 （　　 〃 　　）

フ ェ ニ ト ロ チ オ ン （ Ｍ Ｅ Ｐ ） 0.003 mg/L以下 　 〃 （　　 〃 　　）

イ ソ プ ロ チ オ ラ ン 0.04 mg/L以下 殺菌剤（　　 〃 　　）

オ キ シ ン 銅 （ 有 機 銅 ） 0.04 mg/L以下 　 〃 （　　 〃 　　）

ク ロ ロ タ ロ ニ ル （ Ｔ Ｐ Ｎ ） 0.05 mg/L以下 　 〃 （　　 〃 　　）

プ ロ ピ ザ ミ ド 0.008 mg/L以下 除草剤（　　 〃 　　）

Ｅ Ｐ Ｎ 0.006 mg/L以下 　 〃 （ 一 般 農 薬）

ジ ク ロ ル ボ ス （ Ｄ Ｄ Ｖ Ｐ ） 0.008 mg/L以下 　 〃 （　　 〃 　　）

フ ェ ノ ブ カ ル ブ （ Ｂ Ｐ Ｍ Ｃ ） 0.03 mg/L以下 　 〃 （　　 〃 　　）

イ プ ロ ベ ン ホ ス （ Ｉ Ｂ Ｐ ） 0.008 mg/L以下 　 〃 （　　 〃 　　）

ク ロ ル ニ ト ロ フ ェ ン （ Ｃ Ｎ Ｐ ） - 　 〃 （　　 〃 　　）

ク ロ ロ ホ ル ム 0.06 mg/L以下

トランス-１，２-ジクロロエチレン 0.04 mg/L以下

１ ， ２ - ジ ク ロ ロ プ ロ パ ン 0.06 mg/L以下

ｐ - ジ ク ロ ロ ベ ン ゼ ン 0.2 mg/L以下

ト ル エ ン 0.6 mg/L以下

キ シ レ ン 0.4 mg/L以下

フ タ ル 酸 ジ エ チ ル ヘ キ シ ル 0.06 mg/L以下

ニ ッ ケ ル -

モ リ ブ デ ン 0.07 mg/L以下

ア ン チ モ ン 0.02 mg/L以下

塩 化 ビ ニ ル モ ノ マ ー 0.002 mg/L以下

エ ピ ク ロ ロ ヒ ド リ ン 0.0004 mg/L以下

全 マ ン ガ ン 0.2 mg/L以下

ウ ラ ン 0.002 mg/L以下

ペルフルオロオクタンスルホン酸
（PFOS）及びペルフルオロオクタン
酸（PFOA）

0.00005 mg/L以下 （暫定）※19

指 針 値



  41 

巻末資料４  要監視項目及び指針値（水生生物の保全に係る項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：環水大水発第 1303272 号 平成 25 年 3 月 27 日 

 

 

項目 水域 類型 指針値

生物Ａ 0.7mg/L以下

生物特Ａ 0.006mg/L以下

生物Ｂ 3mg/L以下

生物特Ｂ 3mg/L以下

生物Ａ 0.05mg/L以下

生物特Ａ 0.01mg/L以下

生物Ｂ 0.08mg/L以下

生物特Ｂ 0.01mg/L以下

生物Ａ 1mg/L以下

生物特Ａ 1mg/L以下

生物Ｂ 1mg/L以下

生物特Ｂ 1mg/L以下

生物Ａ 0.001mg/L以下

生物特Ａ 0.0007mg/L以下

生物Ｂ 0.004mg/L以下

生物特Ｂ 0.003mg/L以下

生物Ａ 0.02mg/L以下

生物特Ａ 0.02mg/L以下

生物Ｂ 0.02mg/L以下

生物特Ｂ 0.02mg/L以下

生物Ａ 0.03mg/L以下

生物特Ａ 0.003mg/L以下

生物Ｂ 0.03mg/L以下

生物特Ｂ 0.02mg/L以下

河川及び湖沼

クロロホルム

フェノール

ホルムアルデヒド

4-t-オクチルフェノール

アニリン

2,4-ジクロロフェノール

河川及び湖沼

河川及び湖沼

河川及び湖沼

河川及び湖沼

河川及び湖沼
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巻末資料５ 令和７年 中部の水質（ＢＯＤ75％値）位置図 
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が
、
そ

の
時
に

消
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れ
る

酸
素
の

量
を
BO
Dと

い
い
、
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Dの

値
が

大
き
け
れ

ば
水
が
汚

れ
て
い

る
こ
と
を
表

す
。
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岐
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A
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A
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7
5％

値
：
環

境
基
準
の

達
成
状

況
は
、
公
共

用
水
域

が
通
常
の

状
態
（
河
川

で
は

低
水
流
量
）

に
あ
る
と

き
の
測

定
値
で
判
断

す
る
が

、
現
実
に

は
低
水
流
量

時
の

水
質
の
把
握

が
難
し
い

こ
と
か

ら
、
75
％
値

（
測
定

さ
れ
た
年

の
デ
ー
タ
の

う
ち

小
さ
い
方
か

ら
数
え
て

75
%に

位
置
す
る
測

定
値
）

が
環
境
基
準

を
満
足
し

て
い

る
か
否
か
で

評
価
す
る

。
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2
．

○
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は
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型
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あ
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。
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あ

る
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4
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－
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※
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巻末資料６ 令和７年 中部の水質（ＢＯＤ75％値）一覧表 

BOD（COD）の単位：mg/L 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※20……佐久間ダム、横山ダム、徳山ダム、味噌川ダムは湖沼指定のため COD 値を記載 

※21……貯水池は、河川類型指定及び未指定は BOD 表層値、湖沼類型指定で複数層を測定

している場合は COD 全層平均値を記載 

 

狩野川 1 大仁橋 ＡＡ <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 木曽川 56 味噌川ダム※20 湖沼AⅡ 1.4 1.0 1.1 0.9

〃 2 千歳橋 ＡＡ <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 〃 57 丸山ダム Ａ 0.6 0.6 0.7 0.9

〃 3 徳倉橋 ＡＡ 0.8 0.7 0.6 0.8 〃 58 犬山橋 Ａ 0.8 1.3 0.9 1.0

〃 4 黒瀬橋 ＡＡ 0.9 0.5 0.5 0.7 〃 59 木曽川橋 Ａ 0.8 0.7 0.8 0.9

大場川 5 塚本橋 Ａ 1.1 1.2 0.9 1.1 〃 60 濃尾大橋 Ａ 0.9 0.8 0.9 0.9

黄瀬川 6 黄瀬川橋 Ａ 1.8 1.3 1.4 1.8 〃 61 東海大橋 Ａ 0.5 0.7 0.7 1.0

来光川 7 蛇ヶ橋 ＡＡ 0.7 0.5 0.5 1.0 〃 62 横満蔵 Ａ 1.2 1.1 0.9 1.4

柿田川 8 柿田橋 未指定 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 阿木川 63 阿木川ダム Ａ 0.8 0.9 0.9 1.0

安倍川 9 曙橋 ＡＡ <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 馬瀬川 64 岩屋ダム ＡＡ 0.6 0.7 0.6 0.7

〃 10 安倍川橋 ＡＡ <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 新境川 65 米野 Ｃ 2.2 1.5 1.5 1.7

藁科川 11 牧ヶ谷橋 ＡＡ <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 長良川 66 藍川橋 Ａ 0.6 0.7 0.6 0.6

大井川 12 長島ダム ＡＡ 1.6 0.6 0.6 1.2 〃 67 鏡島大橋 Ａ 0.6 0.9 0.7 0.7

〃 13 神座 ＡＡ <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 〃 68 長良大橋 Ａ 0.7 1.1 0.7 0.8

〃 14 谷口橋 Ａ 2.8 2.6 2.2 1.9 〃 69 南濃大橋 Ａ 0.7 0.8 0.7 0.6

〃 15 富士見橋 Ａ 1.1 0.8 0.8 1.3 〃 70 東海大橋 Ａ 0.7 0.7 0.6 0.7

菊川 16 加茂橋 Ａ 1.4 1.1 0.7 0.9 〃 71 伊勢大橋 Ａ 0.9 0.9 1.3 1.3

〃 17 高田橋 Ａ 2.0 1.7 1.6 2.0 伊自良川 72 繰船橋 Ａ 0.7 0.7 0.5 0.6

〃 18 国安橋 Ａ 1.7 1.1 1.1 1.5 〃 73 竹橋 Ｃ 1.9 1.4 0.8 2.1

牛淵川 19 鹿島橋 Ｂ 2.5 1.6 1.4 1.8 揖斐川 74 徳山ダム※20 湖沼ＡⅡ 2.3 2.5 2.4 2.8

〃 20 堂山橋 Ｂ 3.1 2.5 2.2 3.6 〃 75 横山ダム※20 湖沼ＡⅢ 1.4 1.7 1.6 1.4

天竜川 21 新樋橋 Ｂ 2.2 1.9 1.9 2.4 〃 76 岡島橋 ＡＡ 0.8 0.7 0.6 0.6

〃 22 中央橋 Ｂ 2.0 1.6 1.6 2.0 〃 77 鷺田橋 ＡＡ 0.8 0.7 0.7 0.7

〃 23 吉瀬ダム Ａ 1.5 1.4 1.3 1.7 〃 78 福岡大橋 Ａ 0.7 0.8 0.8 0.8

〃 24 宮ヶ瀬橋 Ａ 1.6 1.1 1.3 1.8 〃 79 伊勢大橋 Ａ 0.8 1.0 0.9 1.2

〃 25 天竜橋 Ａ 1.5 1.2 1.1 1.9 根尾川 80 山口 ＡＡ 0.5 <0.5 <0.5 <0.5

〃 26 つつじ橋 Ａ 1.4 1.4 1.3 1.7 牧田川 81 横曽根橋 Ａ 0.9 0.5 0.5 0.6

〃 27 南宮橋 Ａ 1.4 1.0 1.2 1.4 〃 82 池辺 Ｃ 1.4 1.5 1.3 1.5

〃 28 佐久間ダム※20 湖沼AⅣ 2.1 2.3 2.1 2.3 杭瀬川 83 高渕橋 Ａ 1.5 1.3 1.2 1.2

〃 29 秋葉ダム ＡＡ 1.0 0.6 0.8 0.9 水門川 84 二水橋 Ｃ 3.4 4.4 3.0 3.4

〃 30 鹿島橋 ＡＡ 0.7 0.5 0.7 0.7 多度川 85 上之郷 Ａ 1.2 1.3 1.4 1.4

〃 31 掛塚橋 ＡＡ 0.9 0.7 0.7 0.7 鈴鹿川 86 勧進橋 ＡＡ 0.6 <0.5 <0.5 <0.5

三峰川 32 美和ダム Ａ 1.4 0.9 0.8 1.1 〃 87 鈴国橋 ＡＡ 0.6 <0.5 <0.5 <0.5

〃 33 竜東橋 Ａ 1.0 0.9 0.7 1.1 〃 88 庄野橋 Ａ 0.6 0.5 0.5 1.0

小渋川 34 小渋ダム ＡＡ 1.1 0.6 1.3 1.0 〃 89 高岡橋 Ａ 1.4 0.6 0.5 0.6

大入川 35 新豊根ダム 未指定 0.8 0.9 0.7 1.1 〃 90 小倉橋 Ａ 1.0 0.7 0.6 0.7

豊川 36 石田 Ａ 0.7 0.5 0.5 0.6 内部川 91 河原田橋 Ａ 1.5 1.0 0.7 0.9

〃 37 江島橋 Ａ 0.9 0.5 0.5 0.7 安楽川 92 和泉橋 ＡＡ 0.9 0.5 <0.5 0.6

〃 38 当古橋 Ａ 0.8 0.8 0.5 0.8 雲出川 93 大仰橋 Ａ 1.2 0.7 0.6 0.7

〃 39 吉田大橋 Ａ 0.9 0.9 0.8 2.0 〃 94 雲出橋 Ａ 1.5 1.0 0.7 1.3

豊川放水路 40 小坂井大橋 Ｂ 1.8 1.6 1.4 3.8 中村川 95 小川橋 ＡＡ 0.8 0.5 <0.5 0.7

矢作川 41 矢作ダム ＡＡ 1.1 1.1 1.7 1.5 蓮川 96 蓮ダム 未指定 1.1 0.9 1.1 1.1

〃 42 明治用水頭首工 Ａ 1.1 1.0 0.9 1.1 櫛田川 97 両郡橋 Ａ 0.6 <0.5 <0.5 <0.5

〃 43 岩津天神橋 Ａ 1.0 0.9 1.0 1.3 〃 98 櫛田橋 Ａ 0.5 0.5 <0.5 <0.5

〃 44 木戸 Ａ 1.1 1.0 1.0 1.3 〃 99 松阪東大橋 Ａ 0.8 0.7 0.6 <0.5

〃 45 米津大橋 Ａ 1.1 0.9 1.0 1.3 宮川 100 岩出 ＡＡ <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

〃 46 中畑橋 Ａ 1.1 0.9 1.2 1.6 〃 101 度会橋 ＡＡ <0.5 <0.5 <0.5 <0.5

庄内川 47 多治見橋 Ｂ 0.8 0.7 1.0 1.2 勢田川 102 勢田大橋 Ｃ 1.9 2.8 3.2 2.8

〃 48 天ヶ橋 Ｂ 1.3 1.5 1.4 1.0

〃 49 城嶺橋 Ａ 1.0 1.2 1.1 0.9

〃 50 大留橋 Ｃ 1.4 1.5 1.1 1.6

〃 51 水分橋 Ｃ 2.4 3.7 3.2 3.4

〃 52 枇杷島橋 Ｃ 3.8 3.4 3.2 4.5

〃 53 庄内新川橋 Ｃ 1.3 1.9 1.9 1.8

矢田川 54 天神橋 Ｃ 2.8 3.3 2.1 3.1

小里川 55 小里川ダム Ｂ 1.3 1.3 1.8 1.5

令和5年
BOD
75%値

令和6年
BOD
75%値

令和7年
BOD
75%値

令和4年
BOD
75%値

令和5年
BOD
75%値

令和6年
BOD
75%値

令和7年
BOD
75%値

令和4年
BOD
75%値

木曽川
(揖斐川)

天竜川

鈴鹿川

豊　川

雲出川

矢作川

櫛田川

宮　川

庄内川

河川名
地点
番号

地点名 類型

狩野川

木曽川
(木曽川)

安倍川

木曽川
(長良川)

大井川

菊　川

水系名 河川名
地点
番号

地点名 類型 水系名


